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主 要 事 業 一 覧
（単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

（新規） ・地方創生・人口減少対策を総合的・部局横断的に推進す

人口減少対策 ３,０００ るため、司令塔となる「群馬の未来創生本部」を設置。

また、今後の施策検討の基礎資料とするため、若年女性

を対象とした定住等に関する意識調査を実施。

・若年女性を対象とした意識調査 2,300千円

企 画 課 ・推進事務費 700千円

・旧富岡製糸場西繭倉庫保存修理 13,925千円

文化財保存事業費補助 １５,４１３ ・富岡市が実施する、西繭倉庫の部分修理、耐震補強工

（世界遺産関係） 事に対して補助。

・事業費：55,700千円

・補助率：国1/2、県1/4、市1/4

・高山社跡長屋門修理・補強工事の実施設計 1,488千円

・Ｈ27年度の本工事実施に向け、藤岡市が実施する実施

設計に対して補助。

・事業費：5,951千円

世 界 遺 産 推 進 課 ・補助率：国1/2、県1/4、市1/4

（新規） ・「富岡製糸場と絹産業遺産群」や、県内に残るぐんま絹

世界遺産・ぐんま絹遺産 ３,０００ 遺産の価値継承や保存活用につなげ、県民の絹文化への

継承基金積立 関心をさらに高めるため、個人や企業、団体等からの寄

付金を財源として、新たに基金を設置。

世 界 遺 産 推 進 課 ・基金造成額 3,000千円

３５,２５５ ・「2015ぐんま冬国体」のハイライト番組を制作し放映。

冬季国体大会運営推進 ・放送局：群馬テレビ

（テレビ番組制作・放映） ・放送日

・スケート・アイスホッケー：Ｈ27.1.28～2.1(5日間)

・スキー：Ｈ27.2.21～23(3日間)

冬 季 国 体 推 進 室 ・放送時間：21：00～21：30(再放送:翌朝6：30～7：00)

（新規） ・社会福祉法人が行う救護施設（生活保護法に基づく入所

救護施設整備費補助 ４２５,５７３ 施設）の耐震化等整備に対し補助。

（社会福祉施設等耐震化等 ・補助率：基金1/2、県1/4、事業者1/4

臨時特例基金） ・補助先：社会福祉法人緑会（太田市）

健 康 福 祉 課

（一部新規） ・関係機関と連携し、在宅で療養する小児等に対する医療

小児等在宅医療連携推進 ４,１７１ 連携体制を構築。

・群馬大学と連携した患者家族のニーズ調査（新規）

・シンポジウム開催

・受診サポートメモリー（受診歴等を記載した手帳）

医 務 課 の改訂 など

・消費税率引き上げに伴う施設の負担増に対応し、安定的

軽費老人ホーム利用料補助 ４,４７３ な運営を図るため、利用料基準額を引き上げ。

（現 在）

利用料補助＝利用料基準額－本人徴収額

（改定後）

利用料補助＝利用料基準額×1.0051－本人徴収額

介 護 高 齢 課 ・当初予算 705,141千円 → 補正後 709,614千円
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（単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・老朽化等により、入所者の処遇に影響が生じるおそれの

老人福祉施設大規模修繕費 ６０,０００ ある老人福祉施設の大規模修繕工事について、施設の計

補助 画的な修繕を進めるため、予算を増額。

・補助率 1/2

・補助上限額 20,000千円

介 護 高 齢 課 ・当初予算 40,000千円 → 補正後 100,000千円

・難病新法の成立等により、医療費助成の対象となる疾患

特定疾患対策・小児慢性特 ８,５００ の拡大等の制度改正が行われるため、新制度への円滑な

定疾患対策 移行が図られるよう体制を整備。

・受給者証等印刷・郵送 3,341千円

・事務補助職員配置 1,860千円

保 健 予 防 課 ・公費負担システム改修 981千円 など

（新規） ・今年度実施した全館点検調査の結果を受け、外壁タイル

ぐんまこどもの国児童会館 ７０,０００ の大規模な剥落を防止するため、外壁全周の改修工事を

外壁改修工事 緊急に実施。

子 育 て 支 援 課

（新規） ・社会福祉法人が行う児童養護施設の耐震化等整備に対し

児童養護施設整備費補助 ２３２,８００ 補助。

（社会福祉施設等耐震化等 ・補助率：基金1/2、県1/4、事業者1/4

臨時特例基金） ・補助先：社会福祉法人三晃福祉会（太田市）

子 育 て 支 援 課

・国庫補助単価の改定に伴い市町村に対する補助を増額す

保育所緊急整備 １４０,９８６ るとともに、国の「待機児童解消加速化プラン」に採択

（安心こども基金） （Ｈ26年7月）された藤岡市に対する補助率を引き上げ。

・国庫補助単価改定分（13事業7市町） 113,306千円

資材費及び労務費の高騰に伴う単価改定（+9.5%）

・加速化プラン採択に伴う補助率引き上げ分 27,680千円

補助率：（現 行）基金1/2、市1/4、 法人1/4

（採択後）基金2/3、市1/12、法人1/4

子 育 て 支 援 課 ・当初予算 1,849,500千円 → 補正後 1,990,486千円

・県立障害者リハビリテーションセンターの新棟建設に必

県立障害者リハビリテーシ １６０,０００ 要な、土地造成や既存施設の撤去工事等を実施。

ョンセンター再編整備

障 害 政 策 課

・福島第一原発事故に伴う生産資材の高騰等で苦しむきの

群馬のきのこ振興対策 ４０,０００ こ生産者を支援するため、生産資材の共同購入に対する

(特用林産施設等体制整備) 補助制度を拡充。

・従来からのしいたけ原木・オガ粉に加え、種駒・種菌

を補助対象に追加

・補助率 1/2

・補助単価 種駒50円／20個、種菌12円／菌床

林 業 振 興 課 ・当初予算 150,000千円 → 補正後 190,000千円
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事 業 名 金 額 説 明

・今年２月の大雪で被害を受けた、佐波伊勢崎農業協同組

農業構造改善対策 １２７,８４１ 合の共同利用施設（野菜集出荷貯蔵施設）の解体･撤去及

（強い農業づくり交付金） び再整備に対し補助。

・補助金額 195,341千円 解体･撤去： 2,666千円

再 整 備：192,675千円

・補 助 率 解体･撤去1/3 再整備1/2

・当初予算180,000千円→補正後307,841千円（※）

（※）307,841千円の内訳

112,500千円（他事業に対して交付決定済み）

農 政 課 195,341千円（本事業分）

（新規） ・関係機関と連携し、蚕糸技術センターにおいて一般農家

遺伝子組換えカイコ実用化 ２,４７５ に普及可能な遺伝子組換えカイコの飼育管理技術を開

研究（組換えシルク生産と 発。

加工技術の開発による実用 ・研究期間：Ｈ26～27年度（2ヵ年）

化実証研究） ・研究体制

代表研究機関：(独)農業生物資源研究所(つくば市)

共同研究機関：群馬県繊維工業試験場

碓氷製糸農業協同組合（安中市）

農 政 課 浜縮緬工業協同組合（滋賀県）ほか

・蚕糸業の持続的な発展に向け、観光蚕糸業推進のための

蚕糸業継承対策 ５,１５７ 体制整備と養蚕担い手育成にかかる基礎調査を実施。

・観光蚕糸業の推進 4,242千円

・蚕糸業解説ブックレットの作成

・碓氷製糸農業協同組合における見学者受入体制の整

備（安中市及び大日本蚕糸会との連携支援）

・養蚕担い手の育成 915千円

・養蚕農家の状況や遊休飼育施設の状況等にかかる

蚕 糸 園 芸 課 基礎調査（大日本蚕糸会との連携支援）

（新規） ・「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録を機に、

中小企業パワーアップ資金 ７２,４６４ 新商品開発等の積極的な事業展開を図ろうとする中小企

の拡充 業者を資金面から支援するため、新たな要件を創設す

（世界遺産登録関連要件の 債務負担行為 る。

新設） （１,２００） ・融 資 枠 5億円

・融資限度額 5,000万円

・融 資 期 間 設備資金12年以内、運転資金７年以内

(中小企業振興 ・融 資 利 率 年1.9%以内（保証付き 年1.55%以内）

資金特別会計) ※融資利率を自主的に0.1%引き下げる金融機関は、資

金名称を独自に命名することができる。

・保 証 料 率 0.1％引き下げ

・申込受付期間 Ｈ28年３月末まで

商 政 課 ・損失補償契約 1,200千円（債務負担行為）

・Ｈ26年5月に「群馬わかものハローワーク」を併設後、来

ジョブカフェぐんま ２,４５７ 所者が大幅に増加したことから、きめ細やかなサポート

高崎センター 体制を維持するため、就職相談カウンセラーを1名増員。

カウンセラー増員 ・増員前：7名→増員後：8名

労 働 政 策 課
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事 業 名 金 額 説 明

（新規） ・「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録を機に、

世界遺産を核とした観光誘 １０,５００ 国内及び海外からのより一層の観光誘客を図るため、PR

客 ツールの作成等を実施。

・国内誘客 4,500千円

・周遊観光ガイドブック改訂版作成 4,500千円

・海外誘客 6,000千円

・公式ガイドブック印刷（繁体字・英語） 540千円

・周遊観光ガイドブック作成（繁体字・英語） 5,000千円
観 光 物 産 課 ほか

・道路整備や交通安全対策など社会基盤の整備を進めると

公共事業費 ４,６０４,０００ ともに、近年増加傾向にある土砂災害、河川災害の防止

を図るため、単独公共事業費を増額。

・社会資本整備総合交付金事業 6,054,000千円

※国交付金の内定に伴う増額補正

・7つの交通軸の整備･強化 2,606,019千円

・橋りょう耐震化･長寿命化 1,019,400千円

・交通安全対策 3,021,136千円

・トンネル安全対策 171,994千円

・計画的な舗装補修 1,435,000千円

・その他道路事業 1,839,451千円

・減額内示分（都市計画事業等） ▲4,039,000千円

・純単独事業 600,000千円

・世界遺産周辺整備 100,000千円

・交通安全対策 60,000千円

・河川整備（堆積土除去及び伐木） 200,000千円

・砂防整備（施設整備及び堆積土除去） 100,000千円

・街路整備 20,000千円

・治山 100,000千円

環 境 森 林 部 ・林業作業道整備 20,000千円

県 土 整 備 部 ・補助公共事業費の内定に伴う減額補正 ▲2,050,000千円

（新規） ・榛名養護学校吾妻分校（仮称）のＨ27年４月開校に向

榛名養護学校吾妻分校（仮 ４２,３００ けて、必要な備品類やスクールバスを整備。

称）開設準備 ・初度備品等整備 33,600千円

・スクールバス購入 7,700千円

管 理 課 ・給食実施 1,000千円

特 別 支 援 教 育 室

健 康 体 育 課

（新規） ・自動車を利用した凶悪犯等を迅速・確実に検挙するた

自動車ナンバー自動読取装 ５０,０００ め、通過する自動車のナンバーを自動的に読み取り、手

置の更新整備 配車両のナンバーと照合する自動車ナンバー読取装置の

更新整備を実施。

（警）刑 事 企 画 課

（新規） ・国土交通省による八ッ場ダム関連工事の実施に伴い、水

駐在所整備 ４,０００ 没予定地区にある長野原警察署川原湯駐在所を解体する

とともに、Ｈ27年度の早期に移転先での新築工事に着手

するため、Ｈ26年度中に設計を実施。

（警）会 計 課



- 8 -

事 業 名 金 額 説 明

・地方財政法第７条により、Ｈ25年度一般会計決算の剰余

財政調整基金積立 １,３７５,３１９ 金の１／２を、財政調整基金に積み立て。

・2,750,637千円（H25決算剰余金）×1/2＝1,375,319千円

財 政 課


